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全共第３区（若雌の２） 地区選抜会 

第 11 回全国和牛能力共進会第３区（若雌の２）の地区選抜会が 8 月   

30 日（県南地区）と 9月 6日（中央地区）に開催されました。 

出品対策委員による協議の結果、県南地区 15 頭、中央地区 13 頭が選抜

されました（表）。 中央地区では台風被害により出品できなかった地域が

あり、その分は 10 月開催の全共２区選抜会の際に併せて協議されます。 

選抜会の後は「これからの管理について」と題したミニ研修会を開催  

しました。 黒毛和種繁殖雌牛は育成期に過肥にすると初回種付が不調に

なり、その後の繁殖管理も難しくなるため、特に注意を促しました。ミニ

研修会資料の一部を掲載しますので参照の上、適切な管理をお願いします。 

万全の手入れで審査に臨む 審査風景 

全共出品候補に選抜！ ミニ研修会「過肥に注意しましょう！」 



育成雌牛、血中インスリン濃度（�μ U/ml）

月齢 黒毛和種 ホルスタイン種

1 16.1±2.3 18.2±2.9

3 8.6±1.1 10.7±1.1

6 10.7±0.7 12.3±1.4

12 14.2±1.7* 10.1±0.9

18 29.2±4.7** 14.1±1.3

24 29.6±3.5** 15.8±2.5
*：P＜0.05　**：P＜0.01

　　東北農業研究センター1999年研究成果

　　　「育成期における黒毛和種雌牛の成長ホルモン

　　　　　　　　　　　　　　　　及びインシュリン分泌機能」より

表 全共３区出品候補選抜牛一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ミニ研修会資料より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【たねやま種雄牛だより】 【子牛市場成績】のバックナンバーは、岩手県の公式

ホームページ上にあります。             で検索してください！ 岩手県有黒毛和種 

 左表は、黒毛和種とホルスタイン種の育成雌牛の

各月齢における血中インスリン濃度を示したもの

です。12カ月齢以降で、黒毛和種雌牛の方がホルス

タイン種雌牛より血中インスリン濃度が有意に高

くなっています。 

 インスリンは血糖上昇に応じて分泌され、ブドウ

糖を細胞の中へ取込む働きをします。 

 →この時期の過剰な飼料給与は、余計な脂肪の付 

  着につながります。審査時にいくら発育(体高) 

  が良くても栄養過多の場合、減率加算され牛の 

  評価を大きく下げることになります。 

下記を参考に、定期的な栄養度の確認と飼料給与量

の調整を行い、適正な栄養度管理に努めましょう。 
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 図３は、栄養度判定時の触診部

位を示したものです。 

 図３を参考に、各部位の栄養度

の区分が４～６（軽く押して脂肪

の蓄積を感じる程度）となるのが

理想です。 


